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論　　文　　の　　要　　旨

　Riemam多様体の曲率と位相構造の研究は大域的微分幾何学の重要な研究課題のひとつである。

初期の研究はHopf，MyersヨSynge等によって始められ，変分学を応用して正曲率R1emam多様体

のコンパクト性，向きづけ可能性等が論じられた。その後，道の空問のモース理論、指数定理を用

いたK1inge曲erg，Be㎎erによる球面定理へと発展した。球面定理は1960年代末にWeinstein，

Cheegerによって，その自然な拡張である有限性定理へと更に発展した。

　本論文はCheegerの有限性定理に対する精密な定量的評価を与えヨ更にその手法を発展させてコン

パクト階数1の対称空問に対する微分同相定理を与えた。

　第一章では次の定理が証明されている。自然数n及び正数A，A。，Vを与えたときヨm（AラAエ，

V）によって以下の条件により特徴づけられたRie㎜am多様体の全体を表す：n一次元コンパクト

Riemam多様体Mはその断面曲率K。ヨ曲率テンソルRMラ直径d（M）及び体積Vo1（M）が

l　KM　l≦A2， ll▽RM　l≦A1．d（M）≦！、　Vo1（M）≦V

を満たす。

　定理　m（A，A。ヨV）が許容する微分同相類の個数は有限であり，その数は与えられた定数によっ

て定量的に表わされる。
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　第二章では標準的な空間に近い幾何学的特徴をもつRiemam多様体族の微分同相類の一意性を第

一章で求めた結果を用いて証明する。

　定理与えられた自然数nと正数A≧1，A。に対してε＝ε（n，AヨA。）＞0が存在し，以上の条件

を満たすn一次元完傭連結Riemann多様体Mはn一次元単位球面Snと微分同和である：1≦KM≦A2，

ll　RM　ll≦A1，Vo1（M）≧Vo王（Sn）一ε

　同様の微分同相定理が他の階数1のコンパクト対称空聞に対しても得られる。この場合，定曲率

でない為に条件は複雑になるが，定量的な評価が得られている。

審　　査　　の　　要　　旨

　Cheegerによる有限性定理の証明はAsco1iの定理が基本的である。微分同相類の個数が有限でない

ものと仮定して矛盾を導びき出す為にラその個数に対する定量的評価を与える事は不可能であった。

それ故，いかにして定量的な評価を与えるかが重要な問題となっていた。第一章に述べられた方法

は位相空問論で使われるnetの概念と解析学における「たたみ込み」の手法を組み合わせてRie㎜帥n

多様体の間の局所微分同相写像を構店し，それらが多様体の問の微分同相写像に拡張可能となる為

のnetの満たすべき条件を求めている。この方法により，初めて微分同相類の個数が定量的に評価さ

れた。これはきわめて一般的な方法であってヨ非コンパクトRiemam多様体に対しても適用出来る

ことは従来の方法と著しく異なり注目される点である。

　この有限性定理の応用として一意性定理が得られる。標準的計量をもつ射影空問及び単位球面に

対して、計量がある意味でそれに充分近いようなRiemam多様体の全体が許容し得る可微分構造は

一意的である。この計量族に対しても定量的に評価されている点は注目すべきである。

　以上の結果は大域的微分幾何学の発展に大きく寄与し，将来のこの分野への研究に多くの示唆を

含んでいる。

　よって官著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。

一86一


